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ら栄養管理・呼吸リハ・嚥下リハ・口腔ケアまで., 医歯薬出版 : 44-49, 2021.
田中健之：コロナウイルス（COVID-19を中心に）とインフルエンザウイルス感染症. 「画像診断」特集テーマ

「院内発症の肺病変！ －感染vs 非感染」 ：コロナウイルス（COVID-19を中心に）とインフルエンザウイルス

感染症, 学研メディカル秀潤社 :  2021.

泉川 公一,櫻井 滋,大毛 宏喜,緒方 剛,小野寺 直人,小山田 玲子,加來 浩器,川口 辰哉,川村 英樹,児玉 栄一,古宮 伸洋,
菅原 えりさ,高橋 幹夫,高山 和郎,田代 将人,千酌 浩樹,寺坂 陽子,村木 優一,渡邉 都貴子,足立 了平,一般社団法人日

本環境感染学会災害時感染制御検討委員会：大規模自然災害の被災地における感染制御支援マニュアル2021. 日
本環境感染学会誌 36(5): i,S1,np1-S173,np1, 2021.

寺坂 陽子,泉川 公一：【実践力を強化 標準予防策のトレンド】各論でみる標準予防策のトレンド 最新知見と実

践テクニック 患者配置. 感染対策ICTジャーナル 16(1): 30-34, 2021.
高園 貴弘,迎 寛：【COVID-19の病態・診断・治療 現場の知恵とこれからの羅針盤】(III章)各論:疫学・診断・治

療 COVID-19の診断方法 臨床の立場から. 呼吸器ジャーナル 別冊: 62-68, 2021.
泉川 公一：大学におけるCOVID-19対応の実際と今後の課題・展望 長崎大学におけるCOVID-19への取り組みと

今後の課題. CAMPUS HEALTH 58(1): 45-48, 2021.

田中健之,泉川公一：マイコプラズマ肺炎. 呼吸器疾患最新の治療2021-2022, 南江堂 :  2021.

馬場 安里,中川 博雄,今村 政信,赤松 隼人,福重 友理,田代 将人,田中 健之,兒玉 幸修,室 高広,泉川 公一,佐々木 均：

AST薬剤師のパス介入活動に対する診療科受諾率に及ぼすガイドラインの影響. 日本化学療法学会雑誌 69(5):
383-386, 2021.

巌水 慧,山本 和子,井手口 周平,井手 昇太郎,高園 貴弘,高橋 健介,赤松 紀彦,泉川 公一,柳原 克紀,迎 寛：

Mycobacterium abscessusによる肺抗酸菌症の予後因子の検討. 日本呼吸器学会誌 10(6): 449-456, 2021.
高園 貴弘,宮崎 泰可,吉田 祐樹,小嶋 悟史,細萱 直希,迎 寛：75歳以上のインフルエンザ患者に対するバロキサビル

マルボキシルの有効性、安全性:CAPSTONE-2部分集団分析. 感染症学雑誌 95(1): 1-8, 2021.
井上 陽香,関野 元裕,江頭 崇,矢野 倫太郎,松本 聡治朗,東島 潮,松本 周平,松丸 一朗,江石 清行,高園 貴弘,迎 寛,原 哲
也：重篤な呼吸循環不全を来したが集中治療により早期手術を施行できた感染性心内膜炎の1例. 長崎医学会雑

誌 95(4): 273-278, 2021.

國島 広之,吉川 徹,網中 眞由美,遠藤 史郎,菅野 みゆき,豊川 真弘,貫井 陽子,藤田 昌久,森兼 啓太,四柳 宏,和田 耕治,
佐藤 智明,青柳 哲史,飯沼 由嗣,泉川 公一,植田 貴史,内山 正子,藤村 茂,美島 路恵,三鴨 廣繁,職業感染制御委員会：

職業感染制御委員会・臨床研究推進委員会 医療従事者の新型コロナウイルス感染症感染事例についてのアン

ケート調査. 日本環境感染学会誌 36(3): 181-183, 2021.

國島 広之,吉川 徹,網中 眞由美,遠藤 史郎,菅野 みゆき,豊川 真弘,貫井 陽子,藤田 昌久,森兼 啓太,四柳 宏,和田 耕治,
佐藤 智明,青柳 哲史,飯沼 由嗣,泉川 公一,植田 貴史,内山 正子,藤村 茂,美島 路恵,三鴨 廣繁,職業感染制御委員会：

職業感染制御委員会・臨床研究推進委員会 新型コロナウイルス感染症診療における医療従事者の針刺し切創に

ついてのアンケート調査. 日本環境感染学会誌 36(3): 179-180, 2021.

田崎典子,松本舞,清水俊匡,田中健之,栁原克紀,西本勝太郎,室田浩之：免疫抑制状態の患者の右手に発症した

Mycobacterium marinum感染症. 皮膚病診療 43(7): 634-639, 2021.

田中 健之,泉川 公一：【院内発症の肺病変-感染症vs.非感染症-】新型コロナウイルス感染症(COVID-19)とインフ

ルエンザウイルス感染症. 画像診断 41(2): 189-198, 2021.

吉山 崇,網島 優,池上 靖彦,泉川 公一,奥村 昌夫,桑原 克弘,齋藤 武文,佐々木 結花,高橋 洋,露口 一成,横山 敏之,日本

結核・非結核性抗酸菌症学会治療委員会：多剤耐性結核の治療におけるリネゾリドの使用について. 結核 96(6):
183-185, 2021.

高園 貴弘,米田 卓司,細萱 直希,宮崎 泰可,小倉 江里子,岩田 晋平,宮内 秀之,本田 圭一,藤原 正和,渡辺 秀章,北西 由
武,迎 寛：2019/20年シーズンのインフルエンザ外来患者における入院頻度に関するバロキサビルマルボキシルと

ノイラミニダーゼ阻害剤の比較. 薬剤疫学 26(Suppl.): S113-S114, 2021.

高園 貴弘：【呼吸器症候群(第3版)-その他の呼吸器疾患を含めて-[IV]】呼吸器感染症 真菌感染症 肺カンジダ感

染症. 日本臨床 別冊(呼吸器症候群IV): 180-181, 2021.

泉川公一：発疹チフス. 今日の治療指針2021, 医学書院 :  2021.

Yamamoto K, Takazono T, Okamoto R,  Morimoto S, Hosogaya N, Tashiro M,  Miyazaki T , Yanagihara K, Izumikawa K,
Mukae H: Evaluation of droplet and aerosol dispersion under high flow nasal cannula with or without surgical mask. Am J
Respir Crit Care Med 203: A2608,2021.
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山川智弘,太田賢治,太田賢治,木村由美子,加勢田富士子,加勢田富士子,小佐井康介,小佐井康介,坂本啓,坂本啓,長谷

川寛雄,長谷川寛雄,芦澤信之,山本和子,泉川公一,迎寛,柳原克紀,柳原克紀：COVID-19患者におけるSARS-CoV-2抗
N抗体および抗S抗体反応性の調査. 日本感染症学会西日本地方会学術集会・日本感染症学会中日本地方会学術集

会・日本化学療法学会西日本支部総会合同開催プログラム・抄録集 91st-64th-69th:  2021.

田代 将人：多剤耐性菌によるアウトブレイク対応〜複数の事例から〜 多剤耐性アシネトバクターアウトブレイ

ク事例に対する外部支援の実際. 日本化学療法学会雑誌 69(2): 154, 2021.

田中健之：マイコプラズマ肺炎. 呼吸器疾患最新の治療, 南江堂 :  2021.

芦澤 信之,高園 貴弘,長崎 洋司,平山 達朗,高橋 健介,山梨 啓友,田代 将人,山本 和子,福田 雄一,今村 圭文,宮崎 泰可,
澤井 豊光,福島 喜代康,矢寺 和博,泉川 公一,柳原 克紀,有吉 紅也,迎 寛：4種類のSARS-CoV-2抗体検出キットの性

能評価. 感染症学雑誌 95(臨増): 249, 2021.

山本 和子,坂本 憲穂,井手口 周平,芦澤 信之,平山 達朗,高園 貴弘,今村 圭文,宮崎 泰可,田代 将人,田中 健之,泉川 公
一,柳原 克紀,迎 寛：生物学的製剤治療中の関節リウマチ患者における肺炎の検討. 感染症学雑誌 95(臨増): 212,
2021.

太田 賢治,木村 由美子,松田 淳一,小佐井 康介,長谷川 寛雄,泉川 公一,迎 寛,柳原 克紀：SARS-CoV-2遺伝子検査

(qRT-PCR法)における唾液検体の偽陽性率の検討. 感染症学雑誌 95(臨増): 249, 2021.
芦澤 博貴,山本 和子,芦澤 信之,平山 達朗,高園 貴弘,今村 圭文,宮崎 泰可,田代 将人,田中 健之,森本 浩之輔,栗原 慎
太郎,有吉 紅也,泉川 公一,迎 寛：重症熱性血小板減少症候群(SFTS)における胸部画像所見の検討. 日本呼吸器学

会誌 10(増刊): 199, 2021.

芦澤博貴,高園貴弘,高園貴弘,吉田將孝,武田和明,井手昇太郎,三原智,芦澤信之,平山達朗,岩永直樹,山本和子,今村圭

文,泉川公一,柳原克紀,迎寛：生物学的製剤使用例における非結核性抗酸菌症発症例調査及び抗MAC抗体の事前

測定の意義に関する検討. 日本感染症学会西日本地方会学術集会・日本感染症学会中日本地方会学術集会・日本

化学療法学会西日本支部総会合同開催プログラム・抄録集 91st-64th-69th:  2021.

細萱 直希,高園 貴弘,山本 和子,今村 圭文,宮崎 泰可,廣居 伸蔵,池岡 英俊,迎 寛：コンジョイント分析による抗イン

フルエンザウイルス薬の服薬利便性に対する患者視点での価値の検討. 感染症学雑誌 95(臨増): 300, 2021.
入舩 理,山本 和子,芦澤 信之,平山 達朗,高園 貴弘,今村 圭文,宮崎 泰可,泉川 公一,柳原 克紀,迎 寛：診断に半年間を

要し、歩行困難となったバザン硬結性紅斑の一例. 結核 96(4): 115, 2021.
芦澤 博貴,高園 貴弘,吉田 將孝,武田 和明,井手 昇太郎,三原 智,平山 達朗,山本 和子,今村 圭文,宮崎 泰可,柳原 克紀,
迎 寛：生物学的製剤使用例における非結核性抗酸菌症発症例に関する検討. 結核 96(4): 97, 2021.
平山 達朗,宮崎 泰可,芦澤 信之,岩永 直樹,高園 貴弘,山本 和子,泉川 公一,柳原 克紀,河野 茂,迎 寛：腸管に着目した

キャンディン系抗真菌薬曝露によって生じるCandida aurisの薬剤耐性化の検討. 日本医真菌学会雑誌 62(Suppl.1):
104, 2021.

高園 貴弘,芦澤 信之,平山 達朗,田代 将人,泉川 公一,迎 寛：日本呼吸器学会COVID-19 associated pulmonary
aspergillosisに関するアンケート調査結果報告. 日本医真菌学会雑誌 62(Suppl.1): 95, 2021.
濱島 良介,田代 将人,中野 裕一郎,老木 紗予子,高園 貴弘,萩原 大祐,泉川 公一：アスペルギローマ内における

A.fumigatusの二次代謝産物解析. 日本医真菌学会雑誌 62(Suppl.1): 104, 2021.

太田 賢治,佐々木 大介,賀来 敬仁,小佐井 康介,田代 将人,高園 貴弘,田中 健之,泉川 公一,有吉 紅也,迎 寛,河野 茂,柳
原 克紀,坂本 啓,長谷川 寛雄,森田 公一：COVID-19患者から採取された唾液検体と鼻咽頭拭い液検体による

SARS-CoV-2検出(qRT-PCR法)の比較検討. 日本化学療法学会雑誌 69(2): 206, 2021.

馬場 安里,中川 博雄,今村 政信,赤松 隼人,福重 友理,田代 将人,田中 健之,兒玉 幸修,泉川 公一,佐々木 均：周術期抗

菌薬の適正使用に対する介入と提案受諾率に対するガイドラインの影響. 日本化学療法学会雑誌 69(2): 222, 2021.
田代 将人,高園 貴弘,馬塲 健次,若村 友太郎,宮崎 泰可,泉川 公一：アムホテリシンBリポソーム製剤の早期投与が

患者の予後に与える影響の検討 医療情報データベース研究. 日本化学療法学会雑誌 69(2): 190, 2021.
佐々木 大介,太田 賢治,赤松 紀彦,松田 淳一,賀来 敬仁,小佐井 康介,泉川 公一,柳原 克紀：長崎大学病院における新

型コロナウイルス検査の現状. 日本化学療法学会雑誌 69(2): 232, 2021.
太田 賢治,賀来 敬仁,小佐井 康介,宮崎 泰可,泉川 公一,迎 寛,柳原 克紀：多剤耐性P.aeruginosaとA.baumanniiによる

VAPマウスモデルに対する新規注射用抗菌薬セフィデロコルの有効性評価. 日本化学療法学会雑誌 69(2): 203,
2021.

平山 達朗,宮崎 泰可,芦澤 信之,高園 貴弘,山本 和子,今村 圭文,泉川 公一,柳原 克紀,河野 茂,迎 寛：トランスロケー

ションマウスモデルを用いたCandida albicansにおけるerg3欠損株の病原性の検討. 感染症学雑誌 95(臨増): 203,
2021.

濱島 良介,田代 将人,中野 裕一郎,老木 紗予子,高園 貴弘,萩原 大祐,泉川 公一：アスペルギローマ内における

A.fumigatusの二次代謝産物生合成遺伝子発現解析. 日本医真菌学会雑誌 62(Suppl.1): 104, 2021.

山本 和子,植木 幸孝,坂本 憲穂,古賀 智裕,一瀬 邦弘,井手口 周平,芦澤 信之,平山 達朗,今村 圭文,宮崎 泰可,泉川 公
一,柳原 克紀,川上 純,迎 寛：生物学的製剤治療中の関節リウマチ患者における肺炎発症のリスク因子. 日本呼吸

器学会誌 10(増刊): 173, 2021.
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松井 昂介,泉田 真生,山梨 啓友,高橋 健介,泉川 公一,有吉 紅也：当院における感染性動脈瘤の臨床的,微生物学的

特徴の検討. 感染症学雑誌 95(臨増): 284, 2021.
高園 貴弘：COVID-19診療におけるHigh Flow Nasal Canulaの有用性・安全性について 酸素デバイス使用時の飛沫

可視化/エアロゾル定量研究の結果を踏まえて. 日本呼吸器学会誌 10(増刊): 104, 2021.
高園 貴弘：非結核性抗酸菌症の最近の話題 免疫再構築症候群としての非結核性抗酸菌症. 日本化学療法学会雑

誌 69(Suppl.A): 171, 2021.
田代 将人：【ワクチンと感染対策】コロナ時代の職業感染対策. 日本病院薬剤師会雑誌 57(5): 505-507, 2021.

田中 健之,田代 将人,藤田 あゆみ,志岐 直美,元川 津留美,寺坂 陽子,柳原 克紀,泉川 公一：長崎県内COVID-19クラ

スター対応支援におけるアカデミアと行政との連携. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 36回: 305, 2021.

泉川 公一：泉川公一がアスペルギルス症を斬る. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 36回: 171, 2021.

寺坂 陽子,泉川 公一：感染制御における患者配置の重要性. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 36回: 123,
2021.
高園 貴弘：COVID-19感染と管理 透析患者におけるSARS-CoV-2ワクチンの抗体誘導能評価. 日本腎臓学会誌

63(6-W): 810, 2021.

泉川 公一：カルバペネマーゼ産生腸内細菌科細菌のアウトブレイク事例紹介. 日本環境感染学会総会プログラ

ム・抄録集 36回: 190, 2021.

寺坂 陽子,泉川 公一：感染制御の基本 CPE・MDRPが検出されたら?. 日本化学療法学会雑誌 69(2): 185, 2021.

山本 和子：非結核性抗酸菌感染症の診療. 日本化学療法学会雑誌 69(2): 183-184, 2021.

高園 貴弘：抗真菌薬の適正使用について考える. 日本化学療法学会雑誌 69(2): 202, 2021.

高園 貴弘：多角的に考える敗血症診療 敗血症診療での抗菌薬使用の実際と注意点. 日本化学療法学会雑誌 69(2):
165, 2021.
田代 将人：深在性真菌症 アスペルギルス症を中心に. 日本化学療法学会雑誌 69(Suppl.A): 186, 2021.

泉川 公一：医療機関における新型コロナウイルス感染症の感染対策 外来診療における感染対策の注意点. 日本

化学療法学会雑誌 69(Suppl.A): 327, 2021.

泉川 公一：薬剤耐性菌の現状と感染対策. 日本化学療法学会雑誌 69(2): 197, 2021.

田代 将人,芦澤 信之,藤田 あゆみ,田中 健之,寺坂 陽子,迎 寛,泉川 公一：COVID-19非常事態宣言と種々の感染症発

生との関連. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 36回: 279, 2021.
藤田 あゆみ,志岐 直美,花田 沙都子,寺坂 陽子,元川 津留美,芦澤 信之,田代 将人,田中 健之,柳原 克紀,泉川 公一：当

院における血液培養陽性例に対する積極的介入. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 36回: 251, 2021.
太田 賢治,塚本 千絵,小佐井 康介,志岐 直美,寺坂 陽子,元川 津留美,藤田 あゆみ,田代 将人,田中 健之,泉川 公一,柳
原 克紀：海外渡航時の新型コロナウイルス検査への長崎大学病院の対応. 日本環境感染学会総会プログラム・抄

録集 36回: 248, 2021.

泉川 公一：COVID-19感染と管理 医療機関におけるCOVID-19の感染対策 基本と課題、この2年を振り返って. 日
本腎臓学会誌 63(6-W): 809, 2021.
泉川 公一：COVID-19の怖さ 感染対策における学び. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 36回: 192, 2021.

赤松 隼人,福重 友理,馬場 安里,今村 政信,中川 博雄,泉川 公一,佐々木 均,室 高広：ダプトマイシン投与患者におけ

るクレアチンキナーゼ測定の実施に関する実態調査と病棟薬剤師による測定推奨の取り組み. 長崎県病薬会誌

(120): 30, 2021.

井手口 周平,山本 和子,井手 昇太郎,芦澤 信之,平山 達郎,高園 貴弘,今村 圭文,宮崎 泰可,迎 寛：関節リウマチ患者

に対する気管支鏡検査で検出した下気道微生物と肺炎発症との関連性の検討. 気管支学 43(Suppl.): S175, 2021.
山本 和子,坂本 憲穂,井手口 周平,芦澤 信之,高園 貴弘,宮崎 泰可,迎 寛,古賀 智裕,川上 純：関節リウマチ患者の喫

煙に関連する肺免疫細胞分布についての検討. 気管支学 43(Suppl.): S183, 2021.
高園 貴弘：感染症(含、人工呼吸器関連肺炎)診断における気管支鏡の役割 肺真菌症診断における呼吸器内視鏡

の役割. 気管支学 43(Suppl.): S147, 2021.
高園 貴弘：慢性肺アスペルギルス症. 結核 96(4): 93, 2021.

泉川 公一：マイコプラズマ感染症の診断と治療 現状と課題. 医療検査と自動化 46(4): 388, 2021.

塚本 千絵,太田 賢治,小佐井 康介,志岐 直美,寺坂 陽子,元川 津留美,藤田 あゆみ,田代 将人,田中 健之,泉川 公一,柳
原 克紀：新型コロナウイルス検査体制の構築による地域医療への貢献. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録

集 36回: 308, 2021.

川元 康嗣,賀来 敬仁,赤松 紀彦,小佐井 康介,大曲 貴夫,泉川 公一,山本 善裕,三鴨 廣繁,賀来 満夫,大石 和徳,柳原 克
紀：プラスミド性コリスチン耐性遺伝子mcr保有率の全国的なサーベイランスと国内で初めて感染が確認された

mcr-5陽性大腸菌の解析. 日本化学療法学会雑誌 69(Suppl.A): 198, 2021.

泉川 公一：COVID-19における感染対策 COVID-19の感染対策・クラスター/アウトブレイク対応. 日本化学療法

学会雑誌 69(Suppl.A): 168, 2021.
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学会発表数

社会活動

幹事 日本化学療法学会

泉川公一・教授 理事 日本医真菌学会

泉川公一・教授 評議員 日本化学療法学会

泉川公一・教授
Journal of Infection and Chemotherapy副
編集長

日本化学療法学会

インターネットサーベイワーキング委員 日本呼吸器学会

泉川公一・教授 評議員 日本呼吸器内視鏡学会

泉川公一・教授
薬剤耐性菌感染症を対象とした抗菌薬ガイ
ドライン作成に関する合同委員会委員

日本化学療法学会

泉川公一・教授 専門医審議委員 日本感染症学会

泉川公一・教授 西日本地方会理事 日本感染症学会

泉川公一・教授 評議員 日本感染症学会

泉川公一・教授 院内感染対策講習会講師 日本感染症学会

泉川公一・教授

田代 将人：「深在性真菌症の診断・治療ガイドライン」における薬剤感受性試験の位置付けと今後の展望. 日本

医真菌学会雑誌 62(Suppl.1): 54, 2021.
泉川 公一：COVID-19流行下の真菌症対策 COVID-19と真菌症. 日本医真菌学会雑誌 62(Suppl.1): 78, 2021.

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

泉川公一・教授 日本内科学会雑誌編集委員 日本内科学会

泉川公一・教授 感染症専門医制度試験問題作成委員 日本感染症学会

泉川公一・教授 代議員 日本呼吸器学会

泉川公一・教授 感染症・結核学術部会ウェブ委員 日本呼吸器学会

泉川公一・教授 評議員 日本内科学会

泉川公一・教授 広報委員会委員 日本呼吸器学会

泉川公一・教授

0 0 1 12 26 7

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

高園 貴弘,細萱 直希,藤田 智紀,小嶋 悟史,迎 寛：インフルエンザウィルス感染症の流行因子の探索. 日本環境感染

学会総会プログラム・抄録集 36回: 260, 2021.
高園 貴弘：薬剤耐性菌の接触感染対策は退院時まで続けるべきか 薬剤耐性菌の接触感染対策は退院時まで続け

るべきか Consの立場から. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 36回: 163, 2021.

藤田 あゆみ,花田 沙都子,寺坂 陽子,元川 津留美,芦澤 信之,泉野 浩生,田代 将人,山下 和範,田中 健之,田崎 修,泉川

公一：試行錯誤、長崎大学病院救急外来における感染対策. 日本救急医学会雑誌 32(12): 2640, 2021.
泉川 公一：COVID-19パンデミックから感染対策の基本を考える. 日本外科感染症学会雑誌 18(1): 237, 2021.

赤松 紀彦,村田 美香,塚本 千絵,小玉 陽菜,鍋島 賢人,重石 ゆうい,松本 慧介,松田 淳一,小佐井 康介,泉川 公一,森内

浩幸,柳原 克紀：髄液中β-D-グルカン値が有用であった真菌性髄膜炎の一例. 日本臨床微生物学会雑誌

32(Suppl.1): 240, 2021.

泉川 公一：おらが地域の感染症 重症熱性血小板減少症候群 新種ウイルスの発見から現在まで. 日本臨床微生物

学会雑誌 32(Suppl.1): 137, 2021.
高園 貴弘：ビッグデータを活用した感染症の臨床研究. 日本臨床微生物学会雑誌 32(Suppl.1): 117, 2021.

山本和子：呼吸器感染症における感染免疫の重要性ー新型コロナウイルス感染症を含めてー. 感染症学雑誌

95(臨増): 77, 2021.
山本和子：COVID-19診療における呼吸管理と感染対策ー飛沫・エアロゾル定量研究結果を踏まえてー. 感染症

学雑誌 95(臨増): 82, 2021.
山本和子：新型コロナウイルス感染症の特徴と実臨床. 2021年度　統計関連学会連合大会 :  2021.
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山本和子・講師 プログラム委員 第62日本呼吸器学会学術講演会

田中健之・講師 評議員 日本感染症学会

田中健之・講師
JICA国際緊急援助隊感染症対策チーム（診
療班）作業部会委員 

JICA(国際協力機構)

高園貴弘・准教授 Editorial Board Member Scientific Reports

山本和子・講師 Editoral Board Member Antibiotics

山本和子・講師 代議員 日本呼吸器学会

山本和子・講師 広報委員 日本呼吸器学会

山本和子・講師 COVID-19エキスパート委員会委員 日本呼吸器学会

田中健之・講師 長崎市感染症審査協議会委員 長崎市

田中健之・講師
ARDS診療ガイドライン改訂版作成SR(システ
マチックレビュー）委員会

日本呼吸器学会、集中治療学会、呼吸療法学
会

高園貴弘・准教授 インターネットサーベイランス委員 日本呼吸器学会

高園貴弘・准教授 評議員 日本感染症学会

高園貴弘・准教授 評議員 日本化学療法学会

高園貴弘・准教授 支部関連学会委員 日本医真菌学会

高園貴弘・准教授 感染症学雑誌編集委員 日本感染症学会

高園貴弘・准教授 COVID-19治療薬・タスクフォース委員 日本感染症学会

泉川公一・教授 臨床研究推進委員会委員 日本環境感染学会

高園貴弘・准教授 ガイドライン作成委員 日本医真菌学会

高園貴弘・准教授 COVID-19エキスパートオピニオン委員 日本呼吸器学会

高園貴弘・准教授 将来計画委員 日本結核・非結核性抗酸菌症学会

高園貴弘・准教授
ECMM/ISHAM One World Guideline
“Cryptococcosis”Contributor

ECMM/ISHAM One World Guideline

高園貴弘・准教授
ECMM/ISHAM One World Guideline
“Candidiasis” contributor

ECMM/ISHAM One World Guideline

高園貴弘・准教授 Editorial Board Medical Mycology

泉川公一・教授 災害時感染制御検討委員会委員長 日本環境感染学会

泉川公一・教授 倫理委員会副委員長 日本環境感染学会

泉川公一・教授 理事長 日本マイコプラズマ学会

泉川公一・教授 理事 日本臨床微生物学会

泉川公一・教授 地域セミナー委員会委員長 日本環境感染学会

泉川公一・教授 地区制度委員会委員 日本臨床微生物学会

泉川公一・教授 代議員 日本環境感染学会

泉川公一・教授 代議員 日本結核病学会

泉川公一・教授 ICD制度協議会委員 日本環境感染学会

泉川公一・教授 評議員 日本臨床微生物学会

泉川公一・教授 学術奨励賞委員会委員 日本臨床微生物学会

泉川公一・教授 治療委員 日本結核病学会

泉川公一・教授 代議員 日本医真菌学会

泉川公一・教授 ガイドライン検討委員会委員長 日本医真菌学会

泉川公一・教授 将来計画委員 日本医真菌学会

泉川公一・教授 支部・関連学会委員長 日本医真菌学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「hsdS遺伝
子組換え膜光透過性固定株を用いた侵襲性肺
炎球菌感染症のメカニズム解明」

山本和子・講師
国立研究開発法人 日本医療研究
開発機構（AMED）

代表

医療分野国際科学技術共同研究開発推進事業
「Roles of T follicular helper cells and
tissue resident memory cells of mucosal
immunity in COVID-19 disease severity」

泉川公一・教授 AMED 分担
ウイルス等感染症対策技術開発事業「COVID-
19定量的スクリーニング（抗原・抗体検査）
検査法の基盤開発」

山本和子・講師 文部科学省 分担

平成31年度ー平成35年度科学研究費補助金基
盤研究（B）「組織骨格を利用した再生臓器に
おけるハイブリッド型血管ニッチの確立と移
植研究」

山本和子・講師

山本和子・講師
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表

令和2年度 研究補助金「長崎県の重症熱性血
小板減少症候群（SFTS）とそれ以外のダニ媒
介感染症の 鑑別スコアリング法の確立と予後
因子を明らかにする調査研究」

山本和子・講師 Fisher & Paykel Healthcare 代表
「COVID-19呼吸不全患者の予後および合併症
回避におけるhigh flow nasal cannula療法の
有効性の検討」

藤田あゆみ・助教 委員 長崎市予防接種健康被害調査委員会

田代将人・講師 評議員 日本化学療法学会

田代将人・講師 評議員 日本感染症学会

田代将人・講師 評議員 日本環境感染学会

泉川公一・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アスペル
ギルスと非結核性抗酸菌の細胞間コミュニ
ケーションを介した難治化機序の解明」

泉川公一・教授 AMED 分担

感染症実用化研究事業 新興・再興感染症に対
する革新的医薬品等開発推進研究事業「重症
熱性血小板減少症候群（SFTS）の対策に資す
る開発研究」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

泉川公一・教授 厚生労働省 分担

平成26年厚生労働科学研究委託費（新興・再
興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研
究事業）「侵襲性酵母様真菌感染症に対する
疫学研究及び診断・治療法の開発」

山本和子・講師 評議員 日本感染症学会

田代将人・講師 ガイドライン検討委員会 日本医真菌学会

田代将人・講師 災害時感染制御検討委員会 委員 日本環境感染学会

田代将人・講師 学会事務局 日本マイコプラズマ学会

田代将人・講師 日本マイコプラズマ学会 評議員 日本マイコプラズマ学会

山本和子・講師 世話人 長崎臨床感染症研究会

田代将人・講師
日本医真菌学会 希少真菌症診断治療のガイ
ドライン作成委員会 委員

日本医真菌学会

山本和子・講師 評議員 日本化学療法学会

山本和子・講師 男女共同参画推進委員会委員 日本感染症学会
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山本和子・講師
NPO法人長崎県地域医療の研究支
援を目的とした医師団

分担
長崎県内の関節リウマチ患者を対象とした
SARS-CoV-2ワクチン接種による免疫原性の評
価

山本和子・講師 2021先導医療研究コアユニット 分担
新型コロナウイルス感染症の病態生理、疫
学、診断、治療、予防に関する包括的研究ユ
ニット

山本和子・講師 キリンホールディングス

「新型コロナウイルス感染症 (COVID 19) 患者に対する
L. lactis strain Plasma プラズマ乳酸菌 ) を用いた症
状緩和効果についての検証 ～無作為化二重盲検 プラセ
ボ対照 並行群間比較試験～ (PLATEAU」

山本和子・講師
長崎大学令和3年度CHODAI共創グ
ラント

代表
ELISPOTを用いたCOVID-19患者の末梢血単核球
インターフェロンγ遊離解析とSARS-CoV2ウイ
ルスのもつ抗酸菌特異抗原類似蛋白の同定

山本和子・講師
NPO法人長崎県地域医療の研究支
援を目的とした医師団

代表

長崎県の重症熱性血小板減少症候群（SFTS）
とそれ以外のダニ媒介感染症の鑑別スコアリ
ング法の確立と予後因子を明らかにする調査
研究

日本リウマチ財団 代表
炎症性非コードRNAを介した関節リウマチ気道
病変のメカニズム解明と新規治療への展開

山本和子・講師 日本女医会 代表
ムコイド型肺炎球菌の免疫学的特異性に着目
した侵襲性感染症のメカニズムの解明

2021年度「放射線災害・医科学研究拠点」共
同利用・共同研究「放射性同位体を用いた肺
アスペルギルス症の新たな治療戦略の開発」

田代将人・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アスペル
ギルスと非結核性抗酸菌の細胞間コミュニ
ケーションを介した難治化機序の解明」

田代将人・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「皮下空洞菌球
留置による慢性アスペルギルス症マウスモデ
ルの開発」

田代将人・講師
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表

令和2年度 研究補助金 NPO法人「長崎県地域
医療の研究支援を目的とした医師団」「アス
ペルギルスの二次代謝産物がアスペルギロー
マの組織侵襲に与える影響の解析」

代表
令和３年度千葉大学真菌医学研究センター共
同利用・共同研究「アスペルギローマの病態
解析」

山本和子・講師 長崎大学 代表

大学令和3年度「CHODAI共創グラント」
「ELISPOTを用いたCOVID-19患者の末梢血単核
球インターフェロンγ遊離解析とSARS-CoV2ウ
イルスのもつ抗酸菌特異抗原類似蛋白の同
定」

高園貴弘・准教授

田中健之・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アスペル
ギルスと非結核性抗酸菌の細胞間コミュニ
ケーションを介した難治化機序の解明」

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アスペル
ギルスと非結核性抗酸菌の細胞間コミュニ
ケーションを介した難治化機序の解明」

山本和子・講師

田代将人・講師 千葉大学真菌医学研究センター

武田科学振興財団 代表
2021年度医学系研究助成（感染症領域）「免
疫エフェクター細胞を用いたアスペルギルス
症の新規治療法の開発」

高園貴弘・准教授 公益財団法人MSD生命科学財団 代表

研究助成2019-感染症領域-若手研究者
「Galactosaminogalactanをターゲットにした
肺アスペルギルス症の新規診断・治療法の開
発」

高園貴弘・准教授
公益財団法人予防接種リサーチ
センター

代表
「透析患者におけるＳＡＲＳ－ＣｏＶ－２ワ
クチン接種の基礎的・臨床的有効性評価」

田代将人・講師
広島大学・長崎大学・福島県立
医科学大学共同 放射線災害・医
科学研究拠点

代表

高園貴弘・准教授
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特　許

その他
　非常勤講師

　新聞等に掲載された活動

泉川公一・教授
本県「第４波の兆し」／泉川
教授一問一答／「変異株でも
対策同じ」「黙食を」

長崎新聞 2021年4月2日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授
「コロナ対策 改めて徹底
を」 長大副学長 変異ウイル
ス確認受け＝長崎

読売新聞 2021年4月2日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授

長崎大・泉川教授 本県「第
４波の兆し」／変異株拡大な
ら病床逼迫も／長崎 新規感
染４人

長崎新聞 2021年4月2日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授

新型コロナ 県内初確認１年
／患者急増 医療一時危機に
／１６１３人感染、３７人死
亡 接種体制構築急ぐ

長崎新聞 2021年3月14日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発とワクチン接
種勧奨を行った

泉川公一・教授
変異株「従来の対策徹底を」
長大・泉川センター長、注意
喚起 新型コロナ ／長崎県

朝日新聞 2021年4月2日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授
［阪神大震災２６年］（中）
医療派遣隊 新たな使命（連
載）

読売新聞 2021年1月10日
新型コロナウイルス感染症の
パンデミック時における自然
災害対応について紹介した

泉川公一・教授
コロナ禍の現状伝える番組合
評 ＮＩＢ番審＝長崎

読売新聞 2021年1月26日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

泉川公一・教授
［＃知りたい］＃コロナしっ
かり対策（上）マスクの表と
裏 正しく

読売新聞 2021年1月10日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

山本和子・講師
非常勤講師（テクノロジーとグローバルヘ
ルス）

順天堂大学医学部

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

泉川公一・教授 非常勤講師（真菌学） 琉球大学医学部

田代将人・講師
アスペルギローマモデル⾮ヒト
動物

2019年8月29日 出願中 特願2019‐157354

高園貴弘　准教授 他
糸状菌感染症の治療薬及び糸状
菌感染症の治療方法

2022年3月18日 出願中 特願2022-043792

泉川公一・教授 院内手洗い管理システム 2017年4月13日 2017年12月15日 特許6259940

山本和子・講師 慢性肝疾患治療剤 2004年8月31日 2011年3月4日 特許第4695366号

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

髙園貴弘・准教授 日本メジフィジックス株式会社
慢性呼吸器感染症に対するFDG-PETを用いた疾患活動性評
価の探索的研究

髙園貴弘・准教授 大塚製薬株式会社
ガラクトサミノガラクタンをターゲットとした肺アスペ
ルギルス症新規診断法の開発

山本和子・講師 大正製薬株式会社
「酸素投与不要な COVID 19 肺炎患者に対するクラリス
ロマイシンの有効性を探索する ランダム化非盲検 3 群
間比較試験 CAME COVID study」
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泉川公一・教授 新型コロナウイルスについて 長崎新聞ほか 2021年4月
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

泉川公一・教授
記者会見「新型コロナウイル
ス感染症 今後の対応と見通
しについて」

共同通信社 2021年5月
新型コロナウイルス感染症の
パンデミック時における自然
災害対応について紹介した

泉川公一・教授

コロナ禍での災害対策 DICT
の現状、活動の幅を広げてい
く上での人的・物的課題など
について

県内のコロナ感染状況につい
て、県内のワクチン接種状況
について 等

泉川公一・教授

新型コロナ重症患者さんに命
の危機が迫っている場合など
何らかの形で面会を許可して
いるのか

長崎新聞 2021年5月
新型コロナウイルス感染症の
現場での対応について紹介し
た

泉川公一・教授

泉川公一・教授

JICA-Netマルチメディア教材
「新型コロナウイルス感染症
等の公衆衛生危機に係る日本
及びJICAの取り組み」

JICA-Netマルチメ
ディア教材

2021年4月
新型コロナウイルス感染症の
日本ならびにJICAの取り組み
について解説した

泉川公一・教授

ワクチン接種後女性が脳出血
のため死亡したことをうけて
見解と今後の接種への向き合
い方などについて

長崎新聞ほか 2021年4月
ワクチン接種に関する効果と
副作用について紹介した

長崎新聞ほか 2021年4月
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

News every. 2021年6月
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

泉川公一・教授 COVID-19 第5波について 長崎新聞ほか 2021年6月7日
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

泉川公一・教授 記者レク 長崎新聞ほか 2021年4月
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

泉川公一・教授 COVID-19について 長崎新聞ほか 2021年4月1日
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

泉川公一・教授 COVID-19 第4波の予測 長崎新聞ほか 2021年4月22日
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

泉川公一・教授
COVID-19の県内初確認から1
年を経過し、今後の見通しと
感染対策

ニュース 2021年3月9日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授
COVID-19の県内初確認から1
年を経過し、1年間の経過と
今後の感染対策

pint 2021年3月15日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授
新型コロナ 感染「来月１０
日頃９２０人」 長崎大＝福
岡

読売新聞 2021年4月24日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授
コロナ最多６５人感染 長崎
大副学長 病床逼迫に警鐘＝
長崎

読売新聞 2021年5月9日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授
長崎大コロナ推計／第４波に
強い危機感／「昨春並みの自
粛必要」

長崎新聞 2021年4月23日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授
新型コロナ感染 「来月１０
日頃１３０人」 長大、現状
ペースで予測＝長崎

読売新聞 2021年4月24日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授

ＧＷ明け 第３波の「２倍
超」／長崎大 県内推計／新
型コロナ 行動変容あれば抑
制

長崎新聞 2021年4月23日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った
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泉川公一・教授 記者レク 長崎新聞ほか 2021年6月
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

泉川公一・教授

建設中の「トリアージ施設」
に関して コロナ患者トリ
アージの現状と施設完成後の
活用方法について

長崎新聞 2021年6月
長崎大学病院のトリアージ施
設について紹介した

泉川公一・教授
特殊災害・新興感染症トリ
アージユニット棟(TED棟)に
関して

長崎新聞ほか 2021年7月
長崎大学病院のトリアージ施
設について紹介した

泉川公一・教授

ワクチン接種が進み、抗体を
持つ人が増えているが、日本
はいつマスクを外すことが出
来るのか等について

西日本新聞 2021年7月
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

泉川公一・教授 イブニング長崎 NHK 2021年7月
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

泉川公一・教授 記者レク 長崎新聞ほか 2021年7月
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

泉川公一・教授 記者レク 長崎新聞ほか 2021年8月
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

泉川公一・教授
特殊災害・新興感染症トリ
アージユニット棟看板除幕式
の開催について(会見)

長崎新聞ほか 2021年10月21日
長崎大学病院のトリアージ施
設について紹介した

泉川公一・教授 定例記者会見(第3回) 長崎新聞ほか 2021年10月21日
長崎大学病院のトリアージ施
設について紹介した

泉川公一・教授
「年末年始の新型コロナウイ
ルス対策」(会見)

長崎新聞ほか 2021年11月16日

新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

泉川公一・教授
「（コロナ）状況報告と県民
へのお願い」

週刊健康マガジン 2021年11月
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

泉川公一・教授
”マルっと”取材、「週刊健
康マガジン」県医師会 森崎
会長との対談

マルっと、週刊健
康マガジン

2021年11月
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

泉川公一・教授
オミクロン株、コロナ年末年
始対応関連の取材

イブニング長崎 2021年12月
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

山本和子・講師
長崎大学で新型コロナウイル
ス感染症に対する特定臨床研
究を開始

FOODS CHANNEL
2021年12月13日

長崎大学で、新型コロナウイ
ルス感染症(COVID-19)患者に
対する「乳酸菌L.ラクティ
ス・プラズマ(プラズマ乳酸
菌)」を用いた特定臨床研究を
開始

泉川公一・教授 2021年コロナまとめ取材 長崎新聞 2021年12月
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

山本和子・講師
プラズマ乳酸菌」コロナ治療
有効性検証

長崎新聞 2021年12月4日
長崎大が新型コロナウイルス
感染症患者に対する臨床研究
開始

山本和子・講師
プラズマ乳酸菌」ウイルス複
製増殖低下作用

健康産業流通新聞
2021年12月13日

泉川公一・教授
この1年の新型コロナについ
て

News every. 2021年12月
新型コロナウイルス感染症の
現況の報告と感染対策の啓発
を行った

キリンと国立感染研が発表
長崎大と特定臨床研究も
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　学術賞受賞
氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

泉川公一・教授 日本医真菌学会学会賞 日本医真菌学会

慢性肺アスペルギルス症に関
する基礎的・臨床的研究成果
が優れていることから受賞に
いたる

山本和子・講師 日本呼吸器学会若手研究者賞 アジア太平洋呼吸器学会

Emerging Talent Symposia:
Bacterial & fungal
infections in COVID-19
patients

高園貴弘・准教授 2021年日本医真菌学会奨励賞 日本医真菌学会

慢性肺アスペルギルス症に関
する原著論文（J Clin
Microbiol. 2019 Apr
26;57(5):e00095-19.等）が評
価されたため

田中健之・講師
国際緊急援助隊（サモア麻疹ア
ウトブレイク対応）の隊員に対
する外務大臣感謝状授与

外務省

サモア国の麻疹アウトブレイ
クへの国際緊急援助隊感染症
診療チーム隊員として医療支
援へ参加したことへの感謝状

山本和子・講師
エキスパートがコロナ診療の
疑問に答える

日経メディカル
2021年11月26日

新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）診療expert
opinionワーキンググループに
よるCOVID-19診療に役立つ情
報発信
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